
令和３年１１月１６日 
   

「専修学校＃知る専」ロゴマークコンテスト 
文部科学大臣賞等の決定に伴う表彰式の開催について 

 
 
 
 
 
 
１．表彰日程： 
  （日 時） 令和３年１１月１７日（水）１３：３０～１３：５０ 
  （場 所） 文部科学省文部科学大臣室（千代田区霞が関３－２－２） 
      ※新型コロナウィルス感染症の拡大状況により、変更等が生じる場合があり

ます 
  （内 容） ①開式 
        ②表彰状授与（文部科学大臣賞受賞者 1 名、優秀賞受賞者 9 名） 
        ③記念撮影 
        ④懇談 
        ⑤閉式 
 
２．企画の概要： 
  ○趣旨 

多くの中高生等が専修学校の事を知り、興味を持ち、進路選択の検討につなげら

れるよう情報を発信することを目的として、令和３年３月にスタートした広報プロ

ジェクト「専修学校 ＃知る専」について、本プロジェクトの認知度をさらに広げ

るため、専修学校等の生徒からロゴマークを募集。 
文部科学大臣賞（最優秀賞）受賞作品は本プロジェクトのロゴマークとして広く

使用する。 
 

  ○応募資格 
・専門学校の部： 

専門学校（専修学校専門課程）の在学生であること（留学生を含む） 

・高等専修学校・高等学校の部： 
高等専修学校（専修学校高等課程）及び高等学校等（高等学校、中等教育学

校後期課程、特別支援学校高等部）の在学生であること（留学生を含む） 

 文部科学省では、専修学校の魅力を発信することを目的として令和３年３月に広報

プロジェクト「専修学校＃知る専」をスタートしました。 
このたび、特設ポータルサイト等において使用するロゴマークを専修学校生等から

募集し、優秀作品を決定しましたので、下記のとおり表彰式を実施します。 



 
○応募総数及び表彰数 
・応募総数：９３０点 
（専門学校の部：８０２点／高等専修学校・高等学校の部：１２８点） 

   ・表彰数：計１０作品 
文部科学大臣賞：１作品 
優秀賞：９作品（専門学校の部：６作品／高等専修学校・高等学校の部：３作品） 

 
  ※詳細は別紙１ 
 
３．文部科学大臣賞受賞作品 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ その他優秀作品については別紙２ 
 

４．取材について： 
∙ 取材については、記念撮影後の受賞者と大臣との懇談会の頭撮りまで可。事前登録

制（各社１名まで）とします。 
∙ 取材を希望される報道関係の方は、１１月１７日（水）１０時までに、「報道関係

者取材申込書」（別紙３）を以下お問合せ先まで御提出くださるよう、お願いしま

す。 
∙ プレス受付時間：開始時刻５分前に集合 
∙ 集 合 場 所：11 階西側官房長室前廊下 

 
※特設ポータルサイトでは各作品への講評コメント等を掲載しています。 

【特設ポータルサイト】⇒ https://shirusen.mext.go.jp/  

専 修 学校  #知 る専 －専修 学校 の「いま」を知 る あなたの「未 来」がここにある－  

 
 

 

（お問合せ先） 

文部科学省総合教育政策局生涯学習推進課 

専修学校教育振興室 室長補佐  佐々木 

同室 専修学校第二係長     小 江 

TEL：03-6734-3468 

E-mail:senshu-itaku2@mext.go.jp 

【作者】 
 仙台デザイン専門学校・グラフィックデザイン学科（宮城県） 
  宗像 杏 （むなかた あん） さん 
【作品の説明】 

「知」の文字をデザイン化。「口」の部分を電球にし、学

生の顔とすることで、「知る専」で学校情報が得られること

を表現。全体的に丸く、柔らかい印象付けをした。 



専修学校＃知る専 ロゴマークコンテスト表彰式について

３．表彰式について

（１）表彰式の日程等
（日 時） 令和３年１１月１７日（水）１３：３０～１３：５０
（場 所） 文部科学省文部科学大臣室（千代田区霞が関３－２－２）

※新型コロナウィルス感染症の拡大状況により、変更等が生じる場
合があります

（２）表彰式の式次第
①開式
②表彰状授与（文部科学大臣賞受賞者1名、優秀賞受賞者9名）

③記念撮影

④懇談

⑤閉式

１．企画の概要

多くの中高生等が専修学校の事を知り、興味を持ち、進路選択の検討に
つなげられるよう情報を発信することを目的として、令和３年３月にスタートし
た広報プロジェクト「専修学校 ＃知る専」について、本プロジェクトの認知度
をさらに広げるため、専修学校の生徒からロゴマークを募集。

文部科学大臣賞（最優秀賞）受賞作品は本プロジェクトのロゴマークとして
広く使用する。

２．文部科学大臣賞受賞作品（１作品）

【作者】
仙台デザイン専門学校・グラフィックデザイン学科（宮城県）
宗像 杏 （むなかた あん） さん

【作品の説明】
「知」の文字をデザイン化。「口」の部分を電球にし、学生の

顔とすることで、「知る専」で学校情報が得られることを表現。
全体的に丸く、柔らかい印象付けをした。

※その他優秀賞９作品については別紙２

別紙 １



○表彰数

・文部科学大臣賞（最優秀賞）：１作品（以下各部門の優秀作品より１作品を選出）

・優秀賞：９作品

専門学校の部：６作品（応募総数：８０２点）

高等学校・高等専修学校の部：３作品（応募総数：１２８点）

応募総数：９３０点

○審査過程及び審査委員

①審査の過程

・作品募集期間：令和３年７月１２日～９月３日

・１次審査 ：９月 ８日～９月１４日（全国のデザイン系専門学校教員による審査）

・２次審査 ：９月１７日～９月２４日（最終審査委員による書面審査）

・最終審査：９月３０日（最終審査委員の協議による審査）

②審査基準

・専修学校の魅力をアピールできているか。

・Webサイト・SNSロゴとしての訴求力があるか。

・「作品の説明」に記載の内容が表現されているか。

③最終審査委員

審査委員長

平田 眞一 氏 （学校法人第一平田学園理事長／NPO法人全国美術デザイン教育振興会会長）

特別審査委員

吉岡 徳仁 氏 （デザイナー／アーティスト 株式会社吉岡徳仁デザイン事務所代表）

審査員（氏名50音順）

赤木 重文 氏 （一般財団法人日本色彩研究所 理事長）

大木 正臣 氏 （全国高等学校進路指導協議会 統括幹事／千葉県立千葉工業高等学校）

菊田 薫 氏 （全国専修学校各種学校総連合会 参与）

桜井 伸一 氏 （東京都立晴海総合高等学校 キャリア・カウンセラー／商業課主任 主任教諭）

谷口 優 氏 （宣伝会議 出版・編集取締役兼月間『宣伝会議』編集長/社会情報大学院大学准教授）

三浦 勝寛 氏 （株式会社リクルート リクルート進学総研 主任研究員）

岡 貴子 （文部科学省総合教育政策局生涯学習推進課専修学校教育振興室長）



穴吹ビジネス専門学校・マンガ・イ
ラスト学科 （広島県広島市）
上田 爽（うえだ そう）さん

仙台デザイン専門学校・グラフィッ
クデザイン学科（仙台市）
角濱 瑚遥（かどはま こはる）さん

新潟デザイン専門学校・グラフィッ
クデザイン科（新潟市）
日向野 凜香（ひがの りんか）さん

穴吹デザイン専門学校・CG・ゲー
ム学科（広島県広島市）
藤本 麗乃（ふじもと りの）さん

穴吹デザインカレッジ・グラフィック
デザイン学科（香川県高松市）
向上 愛海（むかうえ あみ）さん

大阪情報ITクリエイター専門学校・
メディア情報学科（大阪市）
村上 青空（むらかみ そら）さん

川崎市立川崎総合科学高等学校・
デザイン科 （川崎市）
狩谷 郁穂（かりや いくほ）さん

芸術工芸高等専修学校・デザイン
科 （東京都多摩市）
栗原 眞輝（くりはら しいな）さん

市立札幌開成中等教育学校・
コズモサイエンス科 （札幌市）
西川由紗（にしかわゆすず）さん

「専修学校 ＃知る専」ロゴマークコンテスト 優秀賞受賞作品

【専門学校の部】（６作品／応募総数８０２点）

【高等学校・高等専修学校の部】（３作品／応募総数１２８点）

別紙 ２



 
 

＜「専修学校＃知る専」ロゴマークコンテスト表彰式＞  
 
 

文部科学省総合教育政策局生涯学習推進課専修学校教育振興室 宛 

１１月１７日（水）１０時までに送付してください。 

提出先：E-mail: senshu-itaku2@mext.go.jp 

 

取 材 申 込 書 

 

１ 報 道 機 関 名  

   

２ 

ふ り が な  

取 材 記 者 名  

（ 携 帯 電 話 ）  

   

３ F A X 番 号  

   

４ 
カメラ撮 り 希 望 有     ・     無 

「有 」の場 合 → ムービー  ・  スチール 

 

 

（注意事項） 

・ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、取材は各社１名までとさせていただきま

す。 

・ カメラ撮り取材の希望の有無に○を付けてください。また、「有」の場合は、ムービー・ス

チールの区別に○をつけて下さい。 

・ 取材に際しては係員の指示に従ってください。また取材は指定された位置でお願いします。 

・ 警備の都合上、取材の際は必ず自社腕章の着用をお願いします。 

・ カメラ撮りの希望が多い場合には、代表取材等をお願いする場合がありますので、あらかじ

め御承知おきください。 

・ 移動手段は各社で御用意願います。 

・ 御記入いただいた情報は、本表彰の取材に関すること以外に使用しません。 

別紙３ 


